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主な内容　p2-3いなしき夏祭り、p4男女共同参画、p5あいバスの
利用状況、p7アントラーズ戦特別優待、p8ハートピアまつり＆笑
遊秋まつりを開催、p13ＧＧ クラブ選手権２連覇、など

表紙　稲敷の夏の総決算。今年も
盛大に開催された、いなしき夏祭
り（関連記事p2-3）
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夏の終わりの風物詩として定着した「いなしき夏
まつり」が今年も盛大に行われました。
　日中のイベントは毎年残暑の厳しい日差しの中
ですが、今年は曇り空の下でのお祭り。一日屋外
にいるのにはちょうどいい陽気でした。心配され
た雨の影響も、夕方一時中断しただけで、無事に
すべてのプログラムを消化。たくさんの方々のご
来場をいただきました。
　メインイベントの夜の部、花火は霧雨が降った
りやんだりの中の挙行。約7万人の観客が見守る
中、12,000発の花火が夜空をカラフルに染め上
げました。

いなしきの夏を締めくくる風物詩
今年も盛大に「いなしき夏まつり2008」開催！
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いなしきの夏を締めくくる風物詩
今年も盛大に「いなしき夏まつり2008」開催！

日中は江戸崎運動公園で開催。市内の
団体を始め、沢山のグループが、仮設
ステージをにぎやかにかざりました。
　またグランドを取り囲むように、た
くさんのお店も軒をならべました。

夜空を今年も華やかに染め
てくれた、12,000発の花
火。この音とともに、蝉の
鳴き声から、鈴虫の鳴き声
に変わって行きます。

昨日のにぎわいが嘘のように静かな翌
朝。平政の会、筑浦協議会が、例年どお
り、清掃作業を行ってくれました。
　また今年は江戸崎中学校のボランテ
ィア「江戸パンボラ」がこれに参加。約
150人の生徒の皆さんが、ごみ拾いと
後片付けを行ってくれました。
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女
ひと
と男
ひと
のハーモニー　Vol_6

男女共同参画とは、女性にとっても男性にとっ
ても幸せな社会をつくっていくことです。
　男性も女性も心を合わせ協力し合い、美しい
ハーモニーを奏でながらともに歩んでいきま
しょう 。

●稲敷市秘書広聴課女性行政係（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2403）

男女共同参画社会を目指して　

▪
い
な
し
き
女
と
男
の
ハ
ー

モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催

市
で
は
、
推
進
月
間
に
あ
わ
せ
、

「
支
え
あ
い
平
等
の
輪
を
明
日

へ
」
を
テ
ー
マ
に
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
実
行
委
員
会
と
稲
敷
地
域
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
の
共
催

に
よ
り
、「
い
な
し
き
女
と
男

の
ハ
ー
モ
ニ
ー
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

を
開
催
し
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
し

て
、
こ
の
機
会
に
「
男
女
共
同

参
画
社
会
」
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
？

プ
ロ
グ
ラ
ム　

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
：
阿
波
小
学
校

芸
座
連

寸
劇
：
は
ら
ん
き
ょ
う
の
会

基
調
講
演
：
地
域
で
と
も
に
生

き
る
に
は　
～
男
性
の
子
育
て

チ
ャ
レ
ン
ジ
～　
「
オ
ヤ
ジ
の

育
児
体
験
」

講
師
：
佐
藤
俊
之
氏　
（
守
谷

市
生
活
経
済
部
く
ら
し
の
支
援
課

交
通
防
犯
グ
ル
ー
プ
係
長
）

▽
日
時
：
11
月
16
日（
日
）　
午

後
０
時
40
分
～
３
時

▽
場
所
：
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　
多
目
的
ホ
ー
ル
（
稲

敷
市
佐
原
組
新
田
１
５
９
６
）

▽
入
場
無
料
／
手
話
通
訳
・
保

育
（
未
就
学
児
）
あ
り
／
開
会
前

に
旬
の
農
産
物
・
加
工
品
な
ど

の
販
売
も
あ
り
ま
す
。

▪
パ
パ
の
育
児
休
業
体
験
記

を
募
集
！

育
児
休
業
の
取
得
を
通
じ
て
感

じ
た
こ
と
、
家
族
へ
の
想
い
な

ど
を
、お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ん
の
体
験
を
広
く
発

信
す
る
こ
と
で
、「
育
休
を
取

り
た
い
」「
仕
事
と
子
育
て
を

両
立
し
た
い
」
と
考
え
て
い
る

パ
パ
仲
間
の
後
押
し
、
き
っ
か

け
づ
く
り
に
！

▽
対
象
者
：
育
児
休
業
を
取
得

し
た
、
ま
た
は
、
育
児
休
業
中

の
男
性

▽
募
集
期
限
：
10
月
17
日（
金
）

▽
体
験
記
の
内
容
：
８
０
０
～

１
６
０
０
字
程
度
で
、
以
下
の

稲敷あいバスの利用状況

内
容
を
綴
っ
て
く
だ
さ
い
。

●
育
児
休
業
の
取
得
を
決
意
し
た

想
い
や
き
っ
か
け
／
●
育
児
休
業

を
取
得
す
る
に
当
た
っ
て
の
職
場

と
の
や
り
取
り
（
上
司
・
職
場
の
理

解
・
支
援
や
、取
得
す
る
際
の
阻
害
理

由
と
克
服
方
法
な
ど
に
つ
い
て
）
／

●
育
児
休
業
を
取
得
す
る
に
当
た

っ
て
の
家
族（
特
に
妻
）と
の
や
り

取
り
／
●
仕
事
と
家
庭
の
両
立
、

子
育
て
の
楽
し
さ
や
重
要
性
な
ど
、

育
児
休
業
中
の
日
々
に
感
じ
る

（
感
じ
た
）
こ
と
／
●
育
児
休
業
取

得
の
経
験
が
子
ど
も
と
の
関
係
や

復
帰
後
の
仕
事
に
与
え
た
影
響

▽
応
募
方
法
：
以
下
を
明
記
し
て

応
募
く
だ
さ
い
。

題
／
住
所
／
氏
名（
ふ
り
が
な
）（
公

表
時
に
匿
名
を
希
望
す
る
場
合
は
そ

の
旨
も
明
記
）
／
生
年
月
日
／
職

業
お
よ
び
役
職
／
電
話
番
号
／
Ｆ

Ａ
Ｘ
番
号
／
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
※

こ
の
ほ
か
参
考
と
な
る
事
項
（
育

休
取
得
期
間
な
ど
）

▽
提
出
先

郵
送
の
場
合
：
〒
１
０
０ｰ

８
９

７
０
／
千
代
田
区
霞
ヶ
関
３ｰ

１ｰ

１
／
内
閣
府
仕
事
と
生
活
の
調
和

推
進
室　
育
休
体
験
記
担
当

Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
：
０
３ｰ

３
５
８

１ｰ

０
９
９
２
（
あ
て
先
は
郵

送
と
同
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
場
合
：

h
ttp

://w
w

w
8

.cao
.

go.jp/w
lb/index.htm

l

▽
そ
の
他
：
原
則
一
人
１
編
、

未
発
表
の
も
の
で
、
個
人
か

ら
の
応
募
に
限
り
ま
す
。選

考
の
上
、
広
く
社
会
に
向
け

て
発
信
し
ま
す
。（
体
験
記
の

使
用
権
は
内
閣
府
に
帰
属
し
ま

す
）。採
用
さ
れ
た
体
験
記
の

著
者
の
方
に
対
し
て
、
記
念

品
を
贈
呈
し
ま
す
。（
応
募
い

た
だ
い
た
体
験
記
の
内
容
に
つ

い
て
問
い
合
わ
せ
さ
せ
て
い
た

だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

　
そ
の
他
詳
細
は
、
仕
事
と

生
活
の
調
和
ポ
ー
タ
ル
サ
イ

ト
に
掲
載
の
募
集
要
領
を
ご

覧
く
だ
い
。（http://www8.

cao.go.jp/wlb/index.htm
l

）

連
絡
先
：
内
閣
府　
仕
事
と

生
活
の
調
和
推
進
室　
男
性

の
育
児
休
業
体
験
記
担
当

☎
０
３ｰ

３
５
８
１ｰ

９
２
６

８
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▪
利
用
者
数
の
現
状

平
成
19
年
10
月
か
ら
平
成
20
年

６
月
ま
で
の
試
験
運
行
に
よ
る

３
か
月
ご
と
の
乗
車
人
数
は
、

表
の
と
お
り
で
す
。今
年
の
４

月
か
ら
運
行
時
間
を
朝
30
分
、

夕
方
１
時
間
延
長
し
、
一
部
の

小
学
生
の
登
下
校
と
学
童
保
育

に
も
利
用
さ
れ
た
た
め
に
、
９

か
月
間
の
１
日
当
り
の
乗
車
人

数
は
平
均
で
50
人
程
度
と
な
り

ま
す
。こ
れ
を
対
象
者
別
に
み

る
と
、
一
般
が
18
人
、
減
額
対

象
者
が
10
人
、
小
学
生
が
22
人

と
な
り
ま
す
。ま
た
、
一
般
の

方
と
減
額
対
象
者
の
方
だ
け
の

１
日
当
た
り
の
乗
車
人
数
は
28

人
程
度
で
、
こ
の
内
の
ほ
と
ん

ど
の
方
が
往
復
で
利
用
し
て
い

る
た
め
、
利
用
し
て
い
る
方
の

実
数
は
１
日
15
人
程
度
に
な
り

ま
す
。

　
地
区
別
で
は
、
江
戸
崎
地
区

の
利
用
が
７
割
を
超
え
、
逆
に

新
利
根
、
東
地
区
で
は
利
用
が

少
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

10月〜12月 1月〜3月 4月〜6月 乗車員数計 利用割合
江戸崎地区 1,397人 1,157人 ５,206人 7,760人 70.5％
新利根地区 248人 308人 249人 805人 7.3％
桜川地区 458人 354人 765人 1,577人 14.3％
東地区 113人 158人 ５92人 863人 7.9％
計 2,216人 1,977人 6,812人 11,005人 100.0％
乗車員／1日 30.4人 27. ５人 92.1人 50.3人 —

地区別利用者数

10月〜12月 1月〜3月 4月〜6月 乗車員数計 利用割合
一般利用 1,493人 1,197人 1,226人 3,916人 35.6％
減額利用 606人 690人 981人 2,277人 20.7％
小 学 生 117人 90人 4,605人 4,812人 43.7％
計 2,216人 1,977人 6,812人 11,005人 100.0％

対象別利用者数

稲敷あいバスの利用状況

市発足時より、市民の足ともいえる公共交通体
系の整備については多くの要望がありました。
市では昨年10月より「稲敷あいバス」を試験
調査運行させ、基礎データの収集を行っていま
す。途中経過がまとまりましたので、その利用
状況についてお知らせします。

●稲敷市企画課（江戸崎庁舎）

☎ 029-892-2000（内線 2603）

稲敷あいバス試験運行（平成19年10月〜平成20年12月）

稲敷あいバスの特徴と利用方法
●市内全域での予約制による乗合い運行
利用予定日の前日午後3時までに予約センターへ予約／午前7時30分
から午後5時までの運行／日曜、休日、土曜の午後、年末年始・盆の期間
は運休
●市内全集落に設置した乗降場所での利用
各地区に乗降場所を定め、原則的にそこから乗降／庁舎・教育・福祉
などの市公共施設、医療施設、その他行政区からの設置要望を中心に
市内の全集落に設けた、約360箇所の指定乗降場所での利用が可能
●料金均一・利用券（チケット）による支払
乗車地と降車地が市内の同一旧町村内の場合300円。異なる旧町村の
場合400円を乗車の際に支払（障害者・介護保険認定者は軽減制度あり。初

回登録時に申出が必要）／利用券は1,000円（100円券×10枚）で、車両内・
市内のチケット取扱所で購入可能

【稲敷あいバス連絡先】
　　稲敷あいバス共同運行予約センター　☎029-892-5590 



ホームページ http://chiyodalaw.jp/ 携帯はこちら・http://chiyodalaw.jp/i/
東京都千代田区四番町 4-8 野村ビル 4階（麹町駅徒歩 3分、市ヶ谷駅徒歩 5分）

0 3 - 5 2 2 6 - 3 0 6 0

ち よ だ 総 合 法 律 事 務 所
債務整理／破産／その他民事／刑事

クレジット・サラ金等でお困りの方　取り立てストップします

電 話 法 律 相 談
毎月の返済に行き詰まった方も
今はまだ返済できている方も
まずはお気軽にお電話を！

◆費用分割相談可◆
弁護士河嶋卓也（第二東京弁護士会）
弁護士岡部眞也（東京弁護士会）

市では、「広報稲敷」と「ホームページ」に掲載
する有料広告を募集します。会社やお店など
の広告を掲載してみませんか？

▽広報紙（1回）：1枠＝2万円／半枠＝1万円
▽ホームページ（1か月）：1万円

広告募集

●稲敷市商工観光課（東庁舎）tel.029-892-2000（内線 5209）
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「
ま
ち
づ
く
り
市
民
会
議
」

　
一
般
公
募
市
民
の
募
集

市
で
は
、
平
成
20
年
度
か
ら
都

市
計
画
法
に
基
づ
く
「
稲
敷
市

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」

の
策
定
に
あ
た
り
、
市
民
の
皆

さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
計
画
に

活
か
す
た
め
の
「
ま
ち
づ
く
り

法
：
任
意
用
紙
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、性
別
、職
業
、電
話
番
号

を
明
記
し
、
あ
わ
せ
て
「
稲
敷

市
の
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
」
に

つ
い
て
５
０
０
字
程
度
（
任
意

用
紙
）に
ま
と
め
、
郵
送
、
Ｆ
Ａ

農
業
用
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
回
収

　
11
月
〜
12
月（
市
内
４
地
区
）

使
わ
な
く
な
っ
た
農
業
用
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク（
農
ビ
・
農
ポ
リ
）は
、

農
業
者
自
ら
の
責
任
で
適
正
処

理
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
稲
敷
市
農
業
用
廃
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
収
集
対
策
協
議
会
で
は
、

11
月
～
12
月
に
市
内
４
地
区
で

リ
サ
イ
ク
ル
を
目
的
と
し
た
使

用
済
農
業
用
ビ
ニ
ル
・
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
苗
箱
の
み
の
方
に
つ
い

て
は
無
料
に
て
回
収
し
ま
す
の

で
、
こ
の
機
会
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

■
搬
出
者
負
担
金（
当
日
徴
収
）

　
▽
登
録
料
：
１
０
０
０
円

　
▽
処
理
料
：
農
ビ
・
農
ポ
リ

　
　
１
０
０
０
円

■
申
込
み
方
法

10
月
20
日（
月
）ま
で
に
、
農
政

課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

そ
の
際
、住
所
、氏
名
、電
話
番

号
、
回
収
品
目（
農
ビ
・
農
ポ
リ

の
量
、
苗
箱
の
枚
数
）
を
確
認
し

ま
す
。回
収
日
時
な
ど
の
詳
細

に
つ
い
て
は
申
込
者
の
み
に
通

知
し
ま
す
。

●
稲
敷
市
農
政
課
農
林
水
産
係

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲
３
３
８

５
回収品目
農ビと農ポリは分別し、土砂などを除去してください。
使用済農ビ＝使用済農ビのみで、黒色・糸入りは回収しません。
　※農ビには、統一マーク「農ビ」をブルー系でプリントしてあり
　ます。
使用済農ポリ＝農業用ポリエチレンフィルム（農ポリ）、農業用　
ポリオレフィン系特殊フィルム（農ＰＯ）、農業用エチレン、酢酸　
ビニル、共重合樹脂フィルム（農サクビ）、肥料空袋、苗箱、畦シ　
ート

Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か
で

応
募　
▽
応
募
締
切
：
10
月
15

日（
水
）必
着　
▽
公
募
市
民
の

選
考
：
応
募
い
た
だ
い
た
書
類

を
も
と
に
選
考
を
行
い
ま
す

●
稲
敷
市
都
市
計
画
課
（
東
庁

舎
）　

☎
０
２
９
９
︲
７
８
︲

３
３
８
７
／
fax
０
２
９
９
︲
７

８
︲
２
２
７
４
／toshikei

@
city.inashiki.lg.jp

／
〒

３
０
０
︲
０
７
９
２
稲
敷
市
結

佐
１
５
４
５
番
地

市
民
会
議
」
を
設

置
し
、
一
般
公
募

市
民
を
募
集
し
ま

す
。稲
敷
市
の
今

後
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
議
論
す

る
会
議
に
、
ぜ
ひ

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▽
対
象
：
20
歳
以

上
の
市
内
在
住
ま

た
は
在
勤
し
、
稲

敷
市
の
ま
ち
づ
く

り
に
意
欲
的
な
方

▽
募
集
人
数
：
４

人
程
度　

▽
任

期
：
平
成
20
・
21

年
度　
▽
会
議
開

催
：
全
４
回
程
度

（
平
日
の
昼
間
を
想

定
）　

▽
応
募
方
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資
料
館
講
座
の
お
知
ら
せ

　
古
文
書
講
座
を
開
催

資
料
館
に
お
い
て
、「
初
歩
か

ら
の
古
文
書
講
座
」
を
開
催
し

ま
す
。

▽
日
時
：
11
月
９
日
、
12
月
14

日
、１
月
11
日
、２
月
８
日
、（
第

２
日
曜
日
）　
午
後
２
時
～
４
時

▽
会
場
：
市
立
図
書
館
２
階
会

議
室　
▽
対
象
：
市
内
在
住
・

在
勤
で
初
心
者
の
方　

▽
定

員
：
15
人
程
度（
定
員
に
な
り
次

第
締
め
切
り
）　
▽
受
講
料
：
無

料　
※
教
材
・
資
料
は
資
料
館

の
収
蔵
品
を
利
用
。別
途
必
要

と
な
っ
た
も
の
に
つ
い
て
は
受

講
生
の
負
担

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１

霞
ヶ
浦
自
然
観
察
会

　
第
１
回
小
野
川
探
検
隊
交
流
参
加
者
募
集

つ
く
ば
市
に
あ
る
洞
峰
公
園
で

自
然
観
察
会
を
行
い
ま
す
。公

園
内
を
歩
き
な
が
ら
植
物
や
野

鳥
の
観
察
を
し
た
り
、
秋
の
虫

を
探
し
た
り
し
ま
せ
ん
か
。

▽
日
時
：
10
月
18
日（
土
）※
小

雨
決
行　
午
前
８
時
～
午
後
２

時
頃　
▽
集
合
場
所
：
江
戸
崎

体
育
館
（
ワ
ゴ
ン
車
で
送
迎
）　

▽
探
険
場
所
：
洞
峰
公
園
（
つ

く
ば
市
）　

▽
参
加
対
象
：
市

内
在
住
の
小
学
４
年
生
以
上
の

方　

▽
参
加
費
：
１
０
０
円

（
保
険
料
、
資
料
代
）　

▽
持
ち

物
：
弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記
用

具
、
帽
子
、
タ
オ
ル　
※
虫
な

ど
を
捕
っ
て
観
察
し
ま
す
の
で

虫
捕
り
網
・
カ
ゴ
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
持
ち
く
だ
さ
い
。▽
申

込
方
法
：
10
月
８
日（
水
）ま
で

に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
左
記

に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
生
活
環
境
課
環
境
係

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０

０
（
内
線
４
４
０
５
）
／
fax
０
２

９
︲
８
９
４
︲
２
９
１
１

鹿
島
ア
ン
ト
ラ
ー
ズ

　
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
に
特
別
優
待

稲
敷
市
に
在
住
、
在
勤
、
在
学
中
の
方
を
対

象
と
し
て
、
１
Ｂ
指
定
席（
先
着
順
）ま
た
は

サ
ポ
ー
タ
ー
ズ
シ
ー
ト
を
１
０
０
０
円
で
ご

優
待
い
た
し
ま
す
。中
学
生
以
下
、
65
歳
以

上
の
方
、
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
会
員
は
無
料
で
ご

招
待
い
た
し
ま
す
！

※
引
換
券
は
切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い

※
使
用
方
法
は
裏
面
に
記
載
し
て
あ
り
ま
す

※
市
内
保
育
園
、幼
稚
園
、小
・
中
学
校
に
は

各
園
、
学
校
を
通
じ
て
本
紙
掲
載
の
引
換
券

と
同
様
の
も
の
を
別
途
配
布
す
る
予
定
で
す

●
稲
敷
市
企
画
課　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
６
０
３･

２
６
０
５
）
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笑
遊
秋
ま
つ
り
＆
ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
つ
り

　
笑
っ
て
！
遊
ん
で
！
感
じ
て
！
い
な
し
き

「
笑
遊
秋
ま
つ
り
」と「
ハ
ー
ト

ピ
ア
ま
つ
り
」を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
付
：
11
月
３
日（
月
）　
▽

そ
の
他
：
送
迎
バ
ス
有
り
（
文

化
祭
と
共
用
）※
詳
細
は
、
文
化

祭
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

■
ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
つ
り

▽
時
間
：
午
前
11
時
～
午
後
１

時　
▽
場
所
：
稲
敷
市
障
が
い

者
セ
ン
タ
ー
・
ハ
ー
ト
ピ
ア
い

な
し
き　
▽
内
容
：
ハ
ー
ト
ピ

ア
い
な
し
き
利
用
者
に
よ
る
和

太
鼓
演
奏
、自
主
製
作
品
販
売

●
ハ
ー
ト
ピ
ア
い
な
し
き　
☎

０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
７
３
７

■
笑
遊
秋
ま
つ
り

▽
時
間
：
午
後
１
時
～
３
時　

▽
場
所
：
あ
ず
ま
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー　
▽
内
容
：
カ
ン
カ
ラ

お
笑
い
ラ
イ
ブ
、
赤
い
プ
ル
ト

ニ
ウ
ム
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
お
笑
い

バ
ト
ル
敗
者
復
活
戦　

■
司

会
：
笑
遊
館
番
頭 

梅
八

特
産
物
販
売

▽
時
間
：
午
前
11
時
～
午
後
３

星
空
観
望
会

　
宇
宙
の
銀
河
を
観
測
し
ま
し
ょ
う
！

星
空
観
望
会
を
開
催
し
ま
す
。

市
内
在
住
の
親
子
、
ま
た
市
内

在
勤
保
護
者
の
人
と
一
緒
に
参

加
で
き
る
方
な
ら
誰
で
も
参
加

で
き
ま
す
の
で
、
資
料
館
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
10
月
３
日（
金
）　
午

後
７
時
～
８
時　
▽
会
場
：
桜

川
中
学
校　

天
体
観
測
施
設

（
天
体
ド
ー
ム
）　

▽
内
容
：
秋

の
星
空
、
木
星
な
ど　
▽
持
ち

物
：
上
履
き　
▽
講
師
：
桜
川

天
文
愛
好
会
の
先
生
方　
▽
定

員
：
30
人
程
度

　
な
お
、
天
候
不
良
の
場
合
は

24
日（
金
）に
延
期
と
な
り
ま
す
。

寒
く
な
い
服
装
で
参
加
し
て
く

だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
立
歴
史
民
俗
資
料
館

☎
０
２
９
９
︲
７
９
︲
３
２
１

１

時
30
分　
▽
場
所
：
あ
ず
ま
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
玄
関
前　
▽

内
容
：
農
協
即
売
会
、
ゴ
ッ
ト

マ
ザ
ー
Ｒ
Ｕ
会
、清
涼
市

●
稲
敷
市
秘
書
広
聴
課
政
策
審

議
室　
☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
４
０
５
）

広報稲敷10月号掲載分
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消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
納
得
し
て
契
約
し
て
い
ま
す
か

契
約
は
、「
売
り
ま
す
・
買
い
ま

す
」
と
い
う
互
い
の
意
思
が
合

致
す
れ
ば
成
立
し
ま
す
。成
立

す
る
と
、
一
方
的
に
取
り
消
す

こ
と
は
原
則
で
き
ま
せ
ん
。

　
口
約
束
だ
け
の
場
合
で
も
同

じ
で
す
が
、
訪
問
販
売
や
電
話

勧
誘
販
売
な
ど
で
は
、
業
者
は

必
ず
契
約
書
を
渡
す
よ
う
に
法

律
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。ま

た
、
そ
の
書
面
の
中
に
書
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
内
容
も
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
突
然
家
に
や
っ
て
来
た
業
者

に
、
長
時
間
居
座
ら
れ
て
し
つ

こ
く
勧
誘
さ
れ
た
り
、
商
品
に

つ
い
て
の
ウ
ソ
の
説
明
が
あ
り
、

契
約
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、

契
約
を
取
り
消
す
事
が
で
き
ま

す
。ま
た
、
契
約
書
を
も
ら
っ

て
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ

ン
グ
オ
フ
が
で
き
ま
す
。こ
の

場
合
、
解
約
の
理
由
を
言
う
必

要
は
な
く
、
商
品
の
引
き
取
り

手
数
料
な
ど
、
消
費
者
の
負
担

は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。（
た
だ
し
、

化
粧
品
や
健
康
食
品
な
ど
、
使
っ

た
分
は
支
払
い
ま
す
）

　
反
対
に
、
店
に
出
向
い
て
自

分
で
選
ん
で
買
っ
た
り
、
通
販

の
カ
タ
ロ
グ
で
申
し
込
ん
だ
時

は
、
ク
ー
リ
ン
グ
オ
フ
は
使
え

な
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　
も
う
契
約
し
て
し
ま
っ
た
か

ら
と
諦
め
ず
に
、
後
悔
し
た
と

き
は
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

▽
相
談
日
時
：
月
、
水
、
金
曜

日
（
祝
日
を
除
く
）　
午
前
９
時

30
分
～
正
午
、
午
後
１
時
～
４

時
30
分

●
稲
敷
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

（
東
庁
舎
内
）　

☎
０
２
９
９
︲

７
８
︲
３
１
１
５

不
動
産
公
売

　
一
般
の
方
も
参
加
で
き
ま
す

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、

一
般
の
方
も
参
加
で
き
る
入
札

に
よ
り
、
不
動
産
を
公
売
し
ま

す
。な
お
、
公
売
不
動
産
な
ど

の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
稲
敷
市

税
務
課
収
納
対
策
室
で
公
売
広

報
を
無
料
配
布
し
て
い
ま
す
の

で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▽
日
時
：
11
月
４
日
（
火
）　

午

後
０
時
50
分
～　
▽
場
所
：
水

戸
合
同
庁
舎
内
会
議
室　
▽
公

売
対
象
不
動
産
：
所
在
＝
稲
敷

市
佐
原
組
新
田
地
内　

３
筆
、

地
目
＝
田　
▽
注
意
事
項
：
農

地（
田
）の
公
売
に
参
加
す
る
に

は
農
業
委
員
会
の
買
受
適
格
証

小
学
校
の
統
合
と
中
学
校
の
あ
り
方
を
答
申

　
稲
敷
市
学
校
及
び
幼
稚
園
適
性
配
置
検
討
委
員
会

市
教
育
委
員
会
か
ら
諮
問
を
受

け
た
稲
敷
市
学
校
及
び
幼
稚
園

適
正
配
置
検
討
委
員
会（
会
長
・

堀
口
正
良
、
副
会
長
・
和
田
克
典
）

は
、
一
年
間
に
わ
た
り
稲
敷
市

の
子
ど
も
達
と
地
域
に
と
っ
て

望
ま
し
い
教
育
環
境
を
実
現
す

る
た
め
の
具
体
案
に
つ
い
て
検

討
し
て
き
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
８
月
27
日
に
「
統

合
小
学
校
及
び
中
学
校
に
お
い

て
特
色
あ
る「
小
中
ユ
ニ
ッ
ト
」

を
柱
と
し
た
答
申
報
告
書
」
を

教
育
委
員
会
に
提
出
し
ま
し
た
。

　
教
育
委
員
会
は
、
答
申
に
込

め
ら
れ
た
想
い
を
重
く
受
け
止

め
、
国
・
県
制
度
と
調
整
を
図

り
、
ま
た
関
係
機
関
と
協
議
を

進
め
な
が
ら
、
実
現
に
向
け
て

努
力
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
な
お
答
申
報
告
書
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
お
り
ま

す
。ま
た
各
庁
舎
総
合
窓
口
課

お
よ
び
各
公
民
館
に
て
閲
覧
が

明
が
必
要
と
な
り
ま
す

※
中
止
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま

す
の
で
、
事
前
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

●
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構　

☎
０
２
９
︲
２
２
５
︲
１
２
２

１で
き
ま
す
。

●
稲
敷
市
教
育
総
務
課　
☎
０

２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
３
５
０
０
）
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住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

　
交
付
手
数
料
が
無
料

稲
敷
市
で
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
の
普
及
推
進
の
た
め
、

平
成
20
年
10
月
１
日
か
ら
平
成

23
年
３
月
31
日
ま
で
の
期
間
に

限
り
、
交
付
手
数
料
５
０
０
円

を
無
料
と
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。（
再
交
付
を
除
く
）

　
公
的
機
関
発
行
の
写
真
付
き

身
分
証
明
証
な
ど
を
お
持
ち
で

な
い
方
は
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。写
真
付

き
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
、

運
転
免
許
証
な
ど
と
同
様
に
、

本
人
確
認
を
行
な
う
際
の
公
的

な
証
明
書
と
し
て
利
用
で
き
ま

す
。

■
こ
ん
な
時
に
便
利

口
座
の
新
規
開
設
、携
帯
電
話・

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
な
ど
の
契

約
、
戸
籍
の
届
出
、
書
留
郵
便

の
受
け
取
り
時
、な
ど

マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
募
集

　
男
女
の
出
逢
い
を
支
援

茨
城
県
で
は
、
地
域
の
世
話
役

と
し
て
、
若
者
の
出
会
い
の
相

談
や
仲
介
、
い
ば
ら
き
出
会
い

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
Ｐ
Ｒ
な

ど
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
行
っ
て

い
た
だ
く
方
を
「
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
」
と
し
て
募
集
し
て

い
ま
す
。

▽
対
象
：
県
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方　
▽
活
動
期
間
：
登
録

の
日
か
ら
２
年
間（
更
新
可
能
）

詳
し
く
は
左
記
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
県
子
ど
も
家
庭
課
少
子
化
対

策
室　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

３
２
６
１
／
fax
０
２
９
︲
３
０

１
︲
３
２
６
９
／jifuku4@

pref.ibaraki.lg.jp

臨
時
職
員
募
集

　
小
学
校
用
務
員

▽
募
集
資
格
：
50
歳
位
ま
で
の

健
康
な
女
性　
▽
募
集
人
員
：

１
人　
▽
賃
金
：
時
給
８
０
０

円
（
通
勤
加
算
あ
り
）　

▽
勤
務

場
所
：
市
内
の
学
校
（
阿
波
小

学
校
）　

▽
勤
務
時
間
：
週
５

日
・
８
時
間
／
日（
社
保
・
雇
保
・

労
災
加
入
）　
▽
申
込
方
法
：
教

育
委
員
会
指
定
の
志
願
書
を
教

育
総
務
課
へ
提
出（
用
紙
は
教
育

総
務
課
お
よ
び
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
取
得
可
能
）　

▽
申
込
期

間
：
９
月
26
日（
金
）～
10
月
15

日（
水
）　
▽
選
考
方
法
：
後
日
、

応
募
者
に
直
接
通
知　
▽
雇
用

期
間
：
10
月
１
日
か
ら
６
か
月

雇
用（
更
新
有
）

●
稲
敷
市
教
育
総
務
課　
☎
０

労
働
力
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
曲
渕
地
区

総
務
省
統
計
局
で
は
、
11
月
に

曲
渕
地
区
で
「
労
働
力
調
査
」

を
行
い
ま
す
。こ
の
調
査
は
、

就
業
状
況
を
調
べ
経
済
対
策
や

失
業
対
策
な
ど
に
活
か
す
た
め

の
調
査
で
す
。

　
調
査
の
内
容
を
他
に
漏
ら
す

こ
と
や
、
目
的
外
に
使
用
す
る

こ
と
は
固
く
禁
じ
ら
れ
て
い
ま

す
。調
査
員
が
各
世
帯
に
お
伺

い
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

▽
調
査
開
始
月
：
10
月　
▽
調

査
地
域
：
稲
敷
市
曲
渕
地
区

●
県
企
画
部
統
計
課
人
口
労
働

担
当　
☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲

２
６
４
９

　
申
請
手
続
き
な
ど
に
つ
い
て

は
、
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
稲
敷
市
市
民
課　
☎
０
２
９

︲
８
９
４
︲
２
１
４
７

２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
３
５
０
５
）
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トピックス

公
的
年
金

　
高
齢
者
の
生
活
を
支
え
ま
し
ょ
う

■
貯
蓄
、
仕
送
り
で
は
難
し

い
老
後
の
生
活

若
い
皆
さ
ん
は
、「
年
金
は
お

年
寄
り
の
た
め
の
も
の
」
と
考

え
が
ち
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
年
金
制
度
は
不
要
な
も

の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
か
つ
て
の
日
本
は
、
家
庭
で

高
齢
者
の
暮
ら
し
を
支
え
る
の

が
一
般
的
で
あ
り
、
ま
た
、
私

的
な
貯
蓄
な
ど
に
よ
っ
て
老
後

の
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
貯
蓄
に
は

弱
点
が
あ
り
ま
す
。自
分
の
寿

命
は
誰
も
予
想
す
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
し
、
そ
の
た
め
に
本

来
必
要
十
分
な
貯
蓄
額
を
事
前

に
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
若
い
頃
か
ら
寿
命
を
全

う
す
る
ま
で
に
は
、
何
十
年
と

い
う
長
い
時
間
が
あ
り
、
予
想

を
超
え
る
イ
ン
フ
レ
に
よ
り
貯

蓄
の
目
減
り
な
ど
が
生
じ
る
可

能
性
も
あ
り
ま
す
。さ
ら
に
、

貯
蓄
す
る
こ
と
が
難
し
い
場
合

も
あ
り
ま
す
。

　
子
ど
も
に
よ
る
、
い
わ
ゆ
る

仕
送
り
に
頼
る
こ
と
も
難
し
く

な
っ
て
い
ま
す
。す
べ
て
の
人

が
子
ど
も
か
ら
仕
送
り
を
受
け

ら
れ
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

し
、
ま
た
、
子
ど
も
自
身
の
経

済
状
況
に
よ
っ
て
も
必
ず
受
け

ら
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
日
本
社
会
の
構
造
変
化
、
特

に
第
一
次
産
業
で
働
く
人
の
激

減
、
核
家
族
化
と
少
子
化
の
進

行
、
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
世
帯
の
増

大
な
ど
に
よ
り
、
遠
く
離
れ
た

家
族
が
私
的
な
扶
養
に
頼
る
こ

と
は
さ
ら
に
難
し
く
な
っ
て
い

ま
す
。

■
社
会
全
体
で
支
え
る
経

済
変
動
に
も
強
い

平
均
寿
命
が
大
幅
に
伸
び
、
老

後
生
活
が
長
期
化
し
た
こ
と
も
、

私
的
な
扶
養
や
貯
蓄
に
よ
っ
て
、

老
後
生
活
を
送
る
こ
と
を
困
難

に
し
て
い
ま
す
。

　
公
的
年
金
は
、
現
役
世
代
の

保
険
料
負
担
で
高
齢
者
世
代
を

支
え
る
と
い
う
世
代
間
扶
養
の

仕
組
み
を
基
本
と
し
て
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、
各
々

が
私
的
に
行
っ
て
い
た
老
親
の

扶
養
や
仕
送
り
を
、
社
会
全
体

の
仕
組
み
で
カ
バ
ー
す
る
も
の

で
す
。現
役
世
代
が
全
員
ル
ー

ル
に
し
た
が
っ
て
保
険
料
を
納

付
し
、
そ
の
と
き
の
高
齢
者
全

体
を
支
え
る
仕
組
み
は
、
私
的

な
扶
養
の
不
安
定
性
な
ど
の
ト

ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
年
金
を
受
け
る
頃
の

将
来
の
経
済
社
会
が
ど
う
な
っ

て
い
る
か
予
測
が
つ
か
な
い
中

で
、
公
的
年
金
は
、
基
本
的
に

物
価
の
変
動
に
応
じ
て
支
給
額

が
変
動
す
る
仕
組
み
と
な
っ
て

お
り
、
将
来
の
経
済
変
動
に
も

十
分
に
堪
え
ら
れ
る
も
の
と
な

っ
て
い
ま
す
。そ
れ
に
よ
っ
て

実
質
的
価
値
を
維
持
し
た
年
金

を
一
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
証
す

る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
安

定
的
な
老
後
の
所
得
保
障
を
可

能
に
し
て
い
る
の
で
す
。

　
高
齢
者
世
代
に
と
っ
て
重
要

建
築
物
を
建
て
ら
れ
る
方
へ

　
重
要
な
お
知
ら
せ

建
築
確
認
を
受
け
た
建
築
物
が

完
成
し
た
際
に
は
、
完
了
検
査

を
受
け
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。こ
の
検
査
は
、
建
築
物
の

強
度
や
避
難
な
ど
の
基
本
的
な

性
能
が
、
建
築
基
準
法
に
よ
る

関
係
規
定
へ
の
適
合
に
つ
い
て
、

法
定
の
機
関
が
現
地
に
お
い
て

行
う
も
の
で
す
。

　

検
査
を
受
け
る
た
め
に
は
、

工
事
完
了
時
に
、「
完
了
検
査

申
請
書
」
を
所
轄
の
行
政
機
関

ま
た
は
指
定
確
認
検
査
機
関
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
検
査
後
に
発
行
さ
れ

る「
検
査
済
証
」は
、建
築
物
の

安
全
性
な
ど
が
確
認
さ
れ
た
適

合
建
築
物
の
証
し
で
あ
り
、
建

築
物
の
売
買
や
融
資
を
受
け
る

際
に
提
示
を
求
め
ら
れ
る
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
大
切
に
保
管

し
て
く
だ
さ
い
。な
お
、
ご
不

明
な
点
に
つ
い
て
は
、
左
記
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
県
県
南
地
方
総
合
事
務
所
建

築
指
導
課　
☎
０
２
９
︲
８
２

２
︲
８
５
１
９

な
役
割
を
果
た
す
年
金
は
、
若

い
世
代
に
と
っ
て
も
、
自
分
の

親
の
私
的
な
扶
養
や
自
分
自
身

の
老
後
の
心
配
を
取
り
除
く
役

割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。年
金

は
、
個
人
個
人
の
自
立
を
高
め
、

社
会
の
発
展
、
安
定
に
貢
献
し

て
い
る
側
面
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
年
金
は
、
国

民
の
生
活
、
経
済
か
ら
み
て
不

可
欠
か
つ
重
要
な
存
在
と
な
っ

て
い
る
と
い
え
ま
す
。国
民
年

金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付

し
ま
し
ょ
う
。

●
土
浦
社
会
保
険
事
務
所　
☎

０
２
９
︲
８
２
４
︲
７
１
２
１

●
稲
敷
市
保
険
課
年
金
係　
☎

０
２
９
︲
８
９
２
︲
２
０
０
０

（
内
線
４
６
０
９
）
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行
政
相
談
委
員
に
相
談
し
よ
う
！

　

秋
の
行
政
相
談
週
間
10
月
20
日
〜
26
日

■
行
政
相
談
委
員
の
仕
事

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
、
困
っ

て
い
る
こ
と
、
望
ん
で
い
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？
そ
ん
な

時
は
、
行
政
相
談
委
員
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　
「
わ
か
り
づ
ら
い
道
路
案
内

標
識
を
改
善
し
て
ほ
し
い
」、

「
郵
便
ポ
ス
ト
を
設
置
し
て
ほ

し
い
」、「
施
設
を
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
し
て
ほ
し
い
」
な
ど
、
行

政
相
談
委
員
は
、
皆
さ
ん
の
相

談
相
手
と
し
て
国
の
仕
事
に
関

す
る
苦
情
な
ど
の
相
談
を
受
け

付
け
、
助
言
や
関
係
機
関
に
対

す
る
通
知
な
ど
を
行
っ
て
い
ま

す
。

■
秋
の
行
政
相
談
週
間

行
政
相
談
制
度
を
多
く
の
方
に

利
用
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
10

月
20
日（
月
）か
ら
26
日（
日
）ま

で
の
１
週
間
を
「
秋
の
行
政
相

談
週
間
」
と
定
め
、
全
国
各
地

で
行
政
相
談
所
な
ど
が
開
設
さ

れ
ま
す
。

　
稲
敷
市
で
は
次
の
日
程
で
行

わ
れ
ま
す
。相
談
は
、無
料
、秘

密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
毎
月
各
地
区
で
行
わ

れ
て
い
る
行
政
相
談
に
つ
い
て

は
本
紙
16
、
17
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
行
政
相
談
所

▽
日
時
：
10
月
15
日（
水
）午
後

１
時
30
分
～
４
時　
▽
場
所
：

江
戸
崎
公
民
館
研
修
室

●
総
務
省
茨
城
行
政
評
価
事
務

所
行
政
相
談
課　
☎
０
２
９
︲

２
２
１
︲
３
３
４
７

●
行
政
苦
情
１
１
０
番
（
相
談

専
用
電
話
）　
☎
０
５
７
０
︲
０

９
０
１
１
０

●
稲
敷
市
総
務
課
（
江
戸
崎
庁

舎
）　

☎
０
２
９
︲
８
９
２
︲

２
０
０
０（
内
線
２
２
０
４
）

年
金
天
引
き
か
ら
口
座
振
替
へ

　
お
支
払
い
方
法
が
変
更
で
き
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
・
後
期
高
齢

者
医
療
保
険
料
を
、
年
金
天
引

き
（
特
別
徴
収
）
に
よ
り
納
め
て

い
た
だ
い
て
い
る
方
は
、
次
の

要
件
を
満
た
す
場
合
に
、
年
金

か
ら
の
天
引
き
（
特
別
徴
収
）
で

は
な
く
、
口
座
振
替
に
変
更
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
納
付
方
法
を
変
更
し
た
場
合
、

世
帯
主
や
配
偶
者
の
方
の
社
会

保
険
料
控
除
に
使
用
で
き
ま
す
。

■
要
件

国
民
健
康
保
険

こ
れ
ま
で
国
民
健
康
保
険
税
を

直
近
の
２
年
間
、
未
納
な
く
納

付
さ
れ
て
い
る
方
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

こ
の
２
年
間
、
世
帯
主
と
し
て

国
民
健
康
保
険
税
を
未
納
な
く

納
め
て
い
た
方
が
、
ご
本
人
の

口
座
か
ら
振
替
を
す
る
場
合
。

年
金
収
入
が
１
８
０
万
円
未
満

の
方
が
、
世
帯
主
や
配
偶
者
の

口
座
か
ら
振
替
を
す
る
場
合
。

■
手
続
き
の
手
順

１
、
市
内
金
融
機
関
の
窓
口
で

口
座
振
替
の
お
申
込
み
を
行
っ

て
い
た
だ
き
ま
す
。（
申
込
書
は

市
内
の
金
融
機
関
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
）

２
、
桜
川
庁
舎
保
険
課
ま
た
は

各
庁
舎
総
合
窓
口
課
ま
で
、
口

座
振
替
依
頼
書
の
納
税
者
控
、

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
、

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
、

印
鑑
を
お
持
ち
の
上
、
保
険
税

（
料
）の
年
金
天
引
き
を
止
め
る

申
請
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
次
の
方
は
金
融
機
関
で
の
手

続
き
（
口
座
振
替
依
頼
書
の
納
税

者
控
）は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

国
民
健
康
保
険

１
、
平
成
19
年
度
分
ま
で
国
民

健
康
保
険
税
を
口
座
振
替
で
納

付
し
て
い
た
方
で
、
取
引
金
融

機
関
に
口
座
振
替
の
中
止
や
解

約
を
し
て
い
な
い
方
。

２
、
平
成
20
年
度
国
民
健
康
保

険
税
を
口
座
振
替
で
納
付
し
て

い
る
方
で
、
10
月
か
ら
年
金
天

引
き（
特
別
徴
収
）と
な
る
方
。

後
期
高
齢
者
医
療
保
険

平
成
20
年
４
月
以
降
、
後
期
高

齢
者
医
療
保
険
料
の
口
座
振
替

を
す
で
に
申
し
込
ん
で
い
る
方
。

●
稲
敷
市
保
険
課　
☎
０
２
９

︲
８
９
２
︲
２
０
０
０　
国
民

健
康
保
険
係
（
内
線
４
６
０
５
・

４
６
０
７
）
／
後
期
高
齢
者
医

療
保
険
係（
内
線
４
６
０
０
）

市の相談委員
▼江戸崎地区＝正野志津江　☎029-892-2165
▼新利根地区＝池田信正　☎0297-87-2602
▼桜川地区＝太田千鶴子　☎029-894-2105
▼東地区＝飯出芳宏　☎0299-79-1297
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全日本クラブ選手権
　　　　２連覇おめでとう

8月11日、山口県の周南市野球場で、萩本欽
一監督率いる茨城ゴールデンゴールズが、第
33回全日本クラブ野球選手権大会で昨年に
引続き、優勝を果たしました。選手のこの１
年間の励みが、勝利を掴んだことは大変素晴
らしいことです。
　優勝した茨城ゴールデンゴールズは、11
月13日（木）に京セラドーム大阪で開幕する
日本選手権に２年連続で出場します。

大会結果
▽2回戦　茨城GG　5×1　札幌ホーネッツ（北海道）

▽準々決勝　茨城GG　5×3　北九州市民クラブ（福岡県）

▽準決勝　茨城GG　11×0　NOMO クラブ（大阪府）

▽決勝　茨城GG　９×５　大和高田クラブ（奈良県）

　最高殊勲選手　佐々木健太　選手

大会中、炎天下の中稲敷後援会の皆さんと、昨年宮崎県に遠
征に行った際お世話してくれた日向市の皆さん、全国の茨城
ゴールデンゴールズのファンの応援が選手たちの力になり、
優勝を勝ち取ったのだと思います。
　後援会の皆さんは、「これからも私たちは、茨城ゴールデン
ゴールズを応援します！」と笑顔で話してくれました。

※桜川運動公園野球場にて、基本的には大会を除き、火曜日
から金曜日の午後3時以降練習していますので、応援よろし
くお願い致します。 壮行会での様子
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地
方
を
中
心
に
通
過
し
、
神
奈

川
の
元
町
ま
で
競
う
ロ
ー
ド
レ

ー
ス
で
す
。稲
敷
市
に
も
14
日

（
火
）の
午
前
８
時
30
分
頃
か
ら

約
１
時
間
か
け
て
通
過
し
ま
す
。

　
堺
正
章
や
近
藤
真
彦
な
ど
の

芸
能
人
も
多
数
出
場
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
沿
道
で
ぜ
ひ
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。

▽
ル
ー
ト
：
阿
見
の
吉
原
方
面

→
蒲
ヶ
山
信
号
左
折
→
１
２
５

号
線
十
字
路
右
折
（
香
取
方
面
）

→
幸
田
信
号
左
折
→
一
つ
目
の

信
号
右
折（
神
崎
方
面
）

●La Festa M
ille M

iglia

運
営
事
務
局

警
備
業
務

技
能
講
習
会

警
備
業
務
技
能
講
習
会
の
受
講

生
を
募
集
し
ま
す
。講
習
会
終

了
後
、
採
用
希
望
の
事
業
主
と

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
協
力
に
よ
る

合
同
面
接
会
を
行
い
、
就
職
の

支
援
を
い
た
し
ま
す
。　
▽
講

習
期
間
：
11
月
５
日（
水
）～
13

日（
木
）、
土
日
を
除
く
７
日
間

▽
場
所
：
阿
見
町
総
合
保
健
福

祉
会
館
（
さ
わ
や
か
セ
ン
タ
ー
）

ほ
か　
▽
対
象
：
阿
見
町
の
近

乳
が
ん
検
診

普
及
啓
発
講
演
会

牛
尾
病
院
の
病
院
長
で
、
内
分

泌
疾
患
（
乳
腺
・
甲
状
腺
疾
患
な

ど
）
を
専
門
に
診
療
さ
れ
て
い

る
牛
尾
浩
樹
先
生
に「
乳
が
ん
」

に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く
ご
講

演
い
た
だ
き
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。　
▽
日
時
：
10

月
20
日（
月
）　
午
後
２
時
～
３

時　
▽
場
所
：
竜
ケ
崎
保
健
所

大
会
議
室　

▽
内
容
：
演
題

（
仮
）「
乳
が
ん
を
早
期
発
見
す

る
た
め
に
」
／
牛
尾
浩
樹　
▽

対
象
：
20
歳
以
上
の
女
性　
▽

申
込
：
10
月
15
日（
水
）ま
で

●
竜
ケ
崎
保
健
所
健
康
増
進
課

☎
０
２
９
７
︲
６
２
︲
２
１
７

２
／
fax
０
２
９
７
︲
６
４
︲
２

６
９
３
／ryuho03@

pref.
ibaraki.lg.jp

エ
コ
活
動

木
づ
か
い
推
進
月
間

「
木
づ
か
い
」と
は
、
県
産
材
な

ど
、
地
域
の
木
材
に
よ
る
製
品

を
積
極
的
に
使
う
こ
と
に
よ
っ

て
森
を
育
て
る
、
誰
に
で
も
で

き
る
エ
コ
活
動
で
す
。

　
森
林
に
は
、
災
害
の
防
止
や
、

地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
Ｃ

Ｏ
₂
の
吸
収
と
い
っ
た
様
々
な

働
き
が
あ
り
ま
す
。し
か
し
、

こ
う
し
た
働
き
は
、
適
切
な
手

入
れ
が
行
き
届
い
た
森
林
で
こ

そ
十
分
に
発
揮
さ
れ
ま
す
。地

域
の
木
材
を
使
う
こ
と
は
、
地

域
の
森
林
整
備
を
促
進
す
る
た

め
、
森
林
が
本
来
持
っ
て
い
る

公
益
的
機
能
を
発
揮
さ
せ
、
地

球
温
暖
化
の
防
止
に
も
つ
な
が

る
の
で
す
。

　
10
月
は
木
づ
か
い
推
進
月
間

で
す
。こ
の
機
会
に
、
暮
ら
し

の
中
に
も
っ
と
木
製
品
を
取
り

入
れ
て
み
ま
せ
ん
か
？

●
茨
城
県
農
林
水
産
部
林
政
課

森
づ
く
り
推
進
室
☎
０
２
９
︲

３
０
１
︲
４
０
２
１

ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が

市
内
を
通
過

「
ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ
ッ
レ
ミ
リ

ア
２
０
０
８
」
が
10
月
11
日

（
土
）か
ら
15
日（
水
）に
開
催
さ

れ
ま
す
。ラ
・
フ
ェ
ス
タ
・
ミ

ッ
レ
ミ
リ
ア
は
、
１
０
０
台
以

上
の
ク
ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
が
東
京

原
宿
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
関
東

隣
市
町
村
在
住
の
58
歳
～
67
歳

位
、
健
康
で
就
職
を
希
望
の
人

（
全
日
程
出
席
で
き
る
人
）　
▽
募

集
期
間
：
10
月
６
日（
月
）～
10

月
15
日（
水
）　
午
前
９
時
～
午

後
４
時　
▽
募
集
人
数
：
30
人

（
先
着
順
、
書
類
選
考
）　
▽
参
加

料
：
無
料　
▽
申
込
方
法
：
本

人
を
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参

の
上
、本
人
が
直
接
左
記
へ

●（
社
）阿
見
町
シ
ル
バ
ー
人
材

セ
ン
タ
ー
☎
０
２
９
︲
８
８
８

︲
２
０
３
６

徒
歩
行
進
訓
練

陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校

武
器
学
校
で
は
、
隊
員
に
よ
る

徒
歩
行
進
訓
練
を
左
記
の
と
お

り
実
施
し
ま
す
。　
▽
期
日
：

10
月
９
日（
木
）　
▽
場
所
：
桜

川
総
合
運
動
公
園
→
国
道
１
２

５
号
沿
い
→
武
器
学
校

●
陸
上
自
衛
隊
武
器
学
校
広
報

援
護
班
☎
０
２
９
︲
８
８
７
︲

１
１
７
１（
内
線
２
２
７
）

出
張
相
談

就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ
ー

で
は
、
就
職
を
目
指
す
方
々
の

た
め
に
、
毎
月
１
回
、
稲
敷
合

同
庁
舎
に
お
い
て
出
張
相
談
を

実
施
し
て
い
ま
す
。お
気
軽
に

ご
利
用
く
だ
さ
い
。　
▽
相
談

日
：
毎
月
第
３
水
曜
日　
▽
時

間
：
午
前
10
時
～
正
午
、
午
後

１
時
～
３
時　
▽
場
所
：
稲
敷

合
同
庁
舎
２
階
第
１
会
議
室　

▽
内
容
：
求
人
情
報
閲
覧
、
職

業
適
性
診
断
、
キ
ャ
リ
ア
カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
、
就
職
支
援
セ
ミ

ナ
ー
（
要
予
約
）、
内
職
相
談
、

な
ど

●
い
ば
ら
き
就
職
支
援
セ
ン
タ

ー
・
県
南
地
区
セ
ン
タ
ー
☎
０

２
９
︲
８
２
５
︲
３
４
１
０

就
職
面
接
会（
後
期
）

参
加
者
募
集

大
学
院
・
大
学
・
短
大
・
専
修

学
校
な
ど
の
平
成
21
年
３
月
卒

業
予
定
者
、
お
よ
び
既
卒
で
就

職
の
決
ま
っ
て
い
な
い
方
を
対

象
に
「
大
好
き
い
ば
ら
き
就
職

面
接
会
（
後
期
）」
を
開
催
し
ま

す
。事
前
申
込
み
不
要
、
参
加

費
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

水
戸
会
場　
▽
日
時
：
10
月
28

日（
火
）　
午
前
10
時
30
分
～
午
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後
０
時
30
分
、
午
後
１
時
30
分

～
３
時
30
分　
▽
場
所
：
三
の

丸
ホ
テ
ル　
▽
参
加
企
業
数
：

１
５
０
社
程
度

つ
く
ば
会
場　
▽
日
時
：
10
月

30
日（
木
）　
午
前
10
時
30
分
～

午
後
０
時
30
分
、
午
後
１
時
30

分
～
３
時
30
分　
▽
場
所
：
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
東
雲　
▽
参
加

企
業
数
：
１
５
０
社
程
度

●
県
商
工
労
働
部
労
働
政
策
課

☎
０
２
９
︲
３
０
１
︲
３
６
４

５
教
育
ロ
ー
ン
と

利
子
補
給
制
度

ろ
う
き
ん
の
教
育
ロ
ー
ン

▽
融
資
額
：
最
高
５
０
０
万
円

（
労
金
会
員
は
１
０
０
０
万
円
）
ま

で
。一
括
融
資
ま
た
は
分
割
融

資　

▽
返
済
：
最
長
10
年
。元

金
据
置
期
間
（
最
長
５
年
）
が
設

定
で
き
ま
す　

▽
金
利
（
平
成

20
年
９
月
１
日
現
在
）
：
１
・
９

％
～
２
・
４
％
（
固
定
金
利
・
特

別
金
利
）、
保
証
料
＝
個
人
負
担

▽
保
証
：
茨
城
県
労
働
者
信
用

基
金
協
会
の
保
証

育
英
基
金
の
利
子
補
給
制
度

育
英
基
金
と
は
、
勤
労
者
の
教

育
費
の
負
担
軽
減
を
目
的
に
、

県
、
市
町
村
、
中
央
労
働
金
庫

が
出
資
を
し
て
つ
く
ら
れ
た
公

益
法
人
で
す
。在
学
中
（
最
長
４

年
以
内
）は
、
子
ど
も
一
人
あ
た

り
１
０
０
万
円（
１
世
帯
３
０
０

万
円
）
ま
で
の
融
資
残
高
に
対

し
、
年
１
％
の
利
子
補
給
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
対
象
：
県
内
に
在
住
、
在
勤

の
方

●
中
央
労
働
金
庫
美
浦
支
店
☎

０
２
９
︲
８
８
５
︲
３
４
３
５

●
茨
城
県
勤
労
者
育
英
基
金
☎

０
２
９
︲
２
３
１
︲
０
２
３
５

日
本
政
策
金
融
公
庫

10
月
１
日
誕
生

国
民
生
活
金
融
公
庫
は
、
農
林

漁
業
金
融
公
庫
、
中
小
企
業
金

融
公
庫
、
国
際
協
力
銀
行
と
統

合
し
、「
株
式
会
社
日
本
政
策

金
融
公
庫
」
と
な
り
ま
す
。統

合
に
よ
り
、
国
の
教
育
ロ
ー
ン

に
つ
い
て
は
、
ご
融
資
対
象
の

範
囲
が
縮
小
さ
れ
ま
す
が
、
小

企
業
の
皆
さ
ま
へ
の
小
口
融
資

や
創
業
支
援
な
ど
の
事
業
資
金

融
資
、
恩
給
や
共
済
年
金
な
ど

を
担
保
と
す
る
融
資
は
、
そ
の

ま
ま
政
策
公
庫
に
引
き
継
が
れ

ま
す
。

　
10
月
以
降
も
、
こ
れ
ま
で
と

同
様
の
手
続
き
で
政
策
公
庫
を

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
水
戸
支
店
☎
０
２
９
︲
２
２

１
︲
７
１
３
７
／
土
浦
支
店
☎

０
２
９
︲
８
２
２
︲
４
１
４
１

／
日
立
支
店
☎
０
２
９
４
︲
２

４
︲
２
４
５
１

霞
ヶ
浦
聾
学
校

学
校
公
開
の
お
知
ら
せ

聴
覚
障
害
児
が
学
習
す
る
場
で

あ
る
聾
学
校
を
参
観
し
て
い
た

だ
き
、
聴
覚
障
害
に
つ
い
て
の

御
理
解
と
さ
ら
な
る
御
協
力
を

賜
り
た
く
公
開
の
場
を
設
け
ま

し
た
。

▽
日
時
：
11
月
７
日（
金
）　
午

前
９
時
20
分
～
午
後
０
時
20
分

（
受
付
９
時
～
）　

▽
場
所
：
県

立
霞
ヶ
浦
聾
学
校　
▽
内
容
：

学
校
概
要
説
明
、
授
業
公
開
、

施
設
見
学　
▽
対
象
：
本
校
学

区
内
に
在
住
、
お
よ
び
関
係
機

関
の
職
員
な
ど　
▽
参
加
費
：

無
料　
▽
申
込
方
法
：
10
月
24

日（
金
）ま
で
に
下
記
へ
電
話
ま

た
は
フ
ァ
ク
ス

●
霞
ヶ
浦
聾
学
校
☎
０
２
９
︲

８
８
９
︲
１
５
５
５
／
fax
０
２

９
︲
８
８
９
︲
２
４
１
３

法
テ
ラ
ス

法
律
相
談
の
情
報
提
供

法
的
ト
ラ
ブ
ル
を
抱
え
て
お
困

り
の
方
に
、
最
適
な
相
談
窓
口

や
解
決
に
役
立
つ
法
制
度
に
関

す
る
情
報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
ま
た
、
資
力
の
少
な
い
方
を

対
象
と
し
た
無
料
法
律
相
談
の

ご
案
内
も
行
っ
て
い
ま
す
。　

▽
日
時
：
月
～
金
曜
日
／
午
前

９
時
～
午
後
９
時
、
土
曜
日
／

午
前
９
時
～
午
後
５
時　
▽
相

談
電
話
番
号
：
０
５
７
０
︲
０

７
８
３
７
４

●
法
テ
ラ
ス
茨
城
☎
０
５
０
︲

３
３
８
３
︲
５
３
９
０

医
療
・
介
護

な
ん
で
も
相
談
室

▽
日
時
：
10
月
25
日（
土
）　
午

後
１
時
～
４
時　

▽
相
談
内

容
：
医
療
や
介
護
サ
ー
ビ
ス
の

利
用
で
困
っ
て
い
る
こ
と
、
費

用
や
保
険
料
負
担
で
困
っ
て
い

る
こ
と
、
負
担
軽
減
策
、
な
ど

▽
回
答
者
：
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ

ー
、ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
、医
療
・

福
祉
団
体
の
ス
タ
ッ
フ　
▽
費

用
：
無
料　
▽
電
話
番
号
：
０

２
９
︲
２
２
８
︲
０
６
０
０
、

０
２
９
︲
２
２
８
︲
０
６
０
２

●
茨
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議

会
コ
ン
ト
ラ
ク
ト
ブ
リ
ッ
ジ

参
加
者
募
集

２
人
ず
つ
ペ
ア
に
な
り
、
４
人

一
組
で
遊
ぶ
ト
ラ
ン
プ
ゲ
ー
ム

で
す
。中
高
年
に
人
気
上
昇
中

で
認
知
症
予
防
に
最
適
で
す
。

ぜ
ひ
ご
一
緒
に
楽
し
く
遊
び
ま

し
ょ
う
！　
▽
日
時
：
毎
月
第

１
、
第
３
金
曜
日　
午
後
１
時

30
分
～
４
時
30
分　
▽
場
所
：

龍
ヶ
崎
市
馴
柴
公
民
館
（
駐
車

場
の
関
係
上
、
で
き
る
だ
け
バ
ス

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
）　

▽
対
象

者
：
県
南
地
域
在
住
で
概
ね
50

歳
以
上
の
方　
▽
参
加
費
：
８

０
０
円
（
６
ヵ
月
全
12
回
分
、
保

険
料
・
テ
キ
ス
ト
代
ほ
か
）　

▽

定
員
：
20
人（
先
着
順
）

●
西
村
聰
☎
＆
fax
０
２
９
７
︲

６
６
︲
０
１
３
６
／snisiryu

@
titan.ocn.ne.jp
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10月9日（木） 桜川庁舎 弁
10月16日（木） ふれあいセンター 司
10月23日（木） 東分庁舎 
10月30日（木） 江戸崎公民館 司
相談内容
各種相談の合同相談を行います。
▽時間：午後１時30分〜４時
①心配ごと相談＝日常生活の諸問題について相談に応じま
す。予約制。弁＝弁護士、司＝司法書士に相談できます　申込：
稲敷市社会福祉協議会tel.029-892-5711
②行政相談＝行政に関する相談を受け付けます　問：稲敷市
総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

③人権相談＝人権に関する相談に人権擁護委員などがお答え
します　問：稲敷市人権同和対策室（新利根庁舎）tel.029- 
892-2000（内線3300）

心配ごと等合同相談

教育相談
いじめ、不登校、友人関係など児童生徒に関する教育問題全
般に、市教育相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜午前9時〜午後5時
●稲敷市教育相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-0121
スクールカウンセリング
臨床心理のカウンセラーが面接や電話でお答えします。
▽対象：市内小中学校　▽申込：予約制　▽日時：午前9時
〜午後5時　▽会場：下記の番号にて確認
火曜日＝江戸崎中、江戸崎小、桜川中のいずれか
問：江戸崎中学校相談室tel.029-892-3780
木曜日＝新利根中、東中のいずれか
問：新利根中学校相談室tel.0297-87-5003
家庭児童相談
養護、虐待、非行、育成、心身障害など、乳幼児から児童に関
する相談に、家庭相談員が面接や電話でお答えします。
▽日時：月〜金曜／午前9時〜午後4時
●稲敷市家庭児童相談室（新利根庁舎）tel.0297-87-3247
家庭教育相談
臨床心理士の先生が、子育てに関する悩みにお答えします。
▽日時：10月2日（木）、10月16日（木）午前10時〜午後4
時▽場所：各公民館、生涯学習センター　▽申込：予約制
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87- 
3439

教育に関する相談

市の人口（常住人口）

総人口：47,769（-6）

　　男：23,589（9）

　　女：24,180（-15）

世帯数：14,965（19）

※ 9 月 1 日現在。かっこ内

は前月比

生活相談
隣保館の設置されていない地域の生活や人権などの問題につ
いて、専門の相談員が応じます。
▽日時：毎週水曜日、午前9時〜正午　▽場所：新利根庁舎、
小角地区農村集落センター
●稲敷市人権同和対策室（新利根庁舎）tel.029-892-2000（内

線3300）

10月の納税
▽納期限：10月31日（金）

・市県民税　3期
・介護保険料　4期
・国民健康保険税　4期

10月14日（火）　江戸崎庁舎／ 10月15日（水）　新利根庁舎
法律問題の相談に弁護士がお答えします。予約制。受付＝10
月6日（月）午前8時30分〜／定員＝各会場6名。
●稲敷市総務課（江戸崎庁舎）tel.029-892-2000（内線2209）

法律相談

informationくらしと情報
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9月28日（日） 宮崎こどもクリニック（阿見町）tel.029-887-3510
 角崎クリニック（中山）tel.0297-87-6030
10月5日（日） 河合内科医院（阿見町）tel.029-843-3301
 矢野整形外科医院（浜新宿）tel.029-892-2127
10月12日（日） 沼崎医院（美浦村）tel.029-885-2358
 竹尾医院（河内町）tel.0297-86-2436
10月13日（月） かない皮フ科（阿見町）tel.029-888-8188
 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
10月19日（日） しのつか医院（阿見町）tel.029-888-2450
 いなしきクリニック（蒲ケ山）tel.029-892-3372
10月26日（日） 印南クリニック（阿見町）tel.029-834-2222
 坂本医院：坂本隆二（桑山）tel.029-892-2232
11月2日（日） 湯原病院（阿見町）tel.029-887-0310
 佐倉クリニック（門前第2）tel.029-892-7011
11月3日（月） 阿見第一クリニック（阿見町）tel.029-887-3511
 ゆはらクリニック（古渡）tel.029-894-2002
11月9日（日） 美浦中央病院（美浦村）tel.029-885-3551
 江戸崎病院（阿波）tel.029-894-2611
11月16日（日） 宮崎こどもクリニック（阿見町）tel.029-887-3510
 坂本耳鼻咽喉科医院（戸張）tel.029-892-2627
11月23日（日） さかえ医院（阿見町）tel.029-888-2662
 宮本病院（幸田）tel.0299-79-2114
11月24日（月） 森脇整形外科（阿見町）tel.029-843-7888
 江戸崎眼科（佐倉）tel.029-892-0262
▽診療時間：午前9時〜午後4時
※都合により変更になる場合があります。要確認

休日診療当番医
茨城県救急医療情報システム
医療機関の検索、休日診療当番医、小児輪番など情報が検索
できます。毎日24時間対応。
●救急医療情報コントロールセンター tel.029-241-4199
●救急医療情報システムHPhttp://www.qq.pref.ibaraki.jp/ 、
携帯http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
茨城子ども救急電話相談
子どもの急な病気の場合などに、看護師のアドバイスが受け
られます。
▽受付時間：平日＝午後6時30分〜午後10時30分
▽プッシュ回線の固定、携帯電話＝局番なしの#8000 ／非
プッシュ回線の固定・公衆電話から＝tel.029-254-9900
いなしき健康相談
医師が医療相談にお答えします。24時間毎日対応。
●フリーダイヤルtel.0120-69-3389

医療・健康

陶芸教室（予約制） 火、木曜＝午後1時〜／日曜＝午前9時〜
囲碁教室 毎週月曜午後1時〜
カラオケ愛好会 火、土曜午後1時30分〜
梅さんの落語会 10月6日（月）午前10時30分〜
太極拳教室 10月8日（水）午後1時30分〜
生花教室 10月16日（木）午後1時30分〜
新舞踏教室 10月16日（木）午前10時30分〜
手話愛好会 10月17日（金）午後7時〜
絵手紙教室 10月22日（水）午後1時30分〜
茶道教室 10月23日（木）午前10時〜
ゆきちゃんの音楽会 10月24日（金）午後2時〜
料理教室 10月27日（月）午前10時〜
リハビリ体操教室 10月27日（月）午後1時〜
●稲敷市地域交流スペース（特別養護老人ホーム「水郷荘」内）

tel.0299-79-2319

稲敷市地域交流スペース

市からのさまざま情報を、携帯電話やパソコンへ配信します。
▽PC 用：市HP から
▽ 携 帯 用：http://www.city.inashiki.lg.jp/mail_service/
mobile/ ※QR コードは裏表紙

情報メール配信

informationくらしと情報
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1
笑
遊
お
笑
い
演
芸
会

８
月
30
日
、「
え
ど
さ
き
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」主
催
に
よ
る

「
笑
遊
お
笑
い
演
芸
会
」
が
江
戸
崎
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
の
演
芸
会
は
、
笑
い
を
活
か
し
た
商
店
街
活
性
化

の
一
環
と
し
て
企
画
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
、
落
語
・
浪
曲
・
チ

ン
ド
ン
・
お
囃
子
な
ど
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

2
交
通
安
全
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

８
月
１
日
、
夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
運
動
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

が
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
桜
川
浮
島
店
付
近
の
交
差
点
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。交
通
安
全
対
策
協
議
会
な
ど
の
皆
さ
ん
が
、
信

号
待
ち
の
ド
ラ
イ
バ
ー
に
、交
通
安
全
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

3
従
軍
手
帳
63
年
ぶ
り
の
帰
郷

８
月
15
日
の
終
戦
記
念
日
。む
せ
返
る
よ
う
な
暑
さ
の
こ
の
日
、

稲
敷
市
へ
一
冊
の
従
軍
手
帳
が
遺
族
の
手
に
帰
り
ま
し
た
。こ

の
手
帳
は
硫
黄
島
で
戦
死
さ
れ
た
黒
田
勲
さ
ん（
阿
波
崎
）の
も

の
で
、
い
ろ
い
ろ
な
経
緯
か
ら
米
国
の
エ
イ
ミ
ー
さ
ん
と
い
う

女
性
に
渡
り
ま
し
た
。エ
イ
ミ
ー
さ
ん
の
「
ご
家
族
に
こ
の
手

帳
を
渡
し
た
い
」と
い
う
願
い
が
や
っ
と
実
っ
た
も
の
で
す
。

4
モ
ノ
ト
ー
ン
で
綴
る
水
郷
の
風
景

鴻
野
伸
夫
さ
ん
（
堀
之
内
）
が
平
成
16
年
に
著
し
た
写
真
集

「
想
い
出
の
水
郷
」。昭
和
30
年
か
ら
40
年
代
の
桜
川
・
東
地

区
を
中
心
と
し
た
水
郷
地
帯
の
農
村
風
景
を
記
録
し
た
も
の

で
、
こ
の
度
、
日
本
自
費
出
版
文
化
大
賞
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

部
門
で
入
選
し
ま
し
た
。こ
の
本
は
、
市
内
各
小
中
学
校
に

今
年
度
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、
図
書
館
や
公
民
館
で
も

ご
覧
に
な
れ
ま
す
。

5
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
優
勝

地
域
身
体
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
８
月
２
日
、
牛
久
市
の

2

3

14

5
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で・き・ご・と
7-8月

市内の様々な行事、
出来ごとなどを取り上げます。

●稲敷市秘書広聴課tel.029-892-2000（代表）

牛
久
運
動
公
園
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
に
は
稲

敷
市
を
始
め
８
市
町
村
が
参
加
。稲
敷
市
は
団
体
種
目
で
見

事
優
勝
し
ま
し
た
。

6
ク
レ
ー
射
撃
で
国
体
に

ク
レ
ー
射
撃
ト
ラ
ッ
プ
の
部
で
、
山
下
克
己
さ
ん（
犬
塚
）が

茨
城
県
代
表
と
し
て
秋
の
国
体
に
参
加
し
ま
す
。高
得
点
で

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
を
勝
ち
上
が
っ
て
の
出
場
で
す
。個
人
の
上

位
入
賞
は
も
と
よ
り
、
他
２
選
手
と
の
総
合
優
勝
に
も
期
待

が
か
か
り
ま
す
。

7
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
で
世
界
に

江
戸
崎
総
合
高
校
の
根
本
梢
さ
ん
が
、世
界
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア・

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
の
48
キ
ロ
級
に
出
場
し

ま
す
。根
本
さ
ん
は
、
全
日
本
選
抜
高
等
学
校
パ
ワ
ー
リ
フ

テ
ィ
ン
グ
選
手
権
大
会
で
優
勝（
ト
ー
タ
ル
２
４
５
キ
ロ
）、
第

７
回
全
日
本
サ
ブ
ジ
ュ
ニ
ア
・
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
選
手

権
大
会
で
２
位（
同
記
録
）の
成
績
を
納
め
、
そ
の
記
録
を
元

に
世
界
大
会
へ
の
キ
ッ
プ
を
手
に
し
ま
し
た
。

8
馬
術 

姉
妹
で
国
体
に

𠮷
澤
ひ
か
り
さ
ん
（
羽
賀
）
が
「
全
日
本
高
校
馬
術
選
手
権
大

会
」で
準
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。秋
の
国
体
に
は
、父
・
𠮷
澤

貴
監
督
の
元
、
妹
の
翼
さ
ん
と
共
に
個
人
と
団
体
に
出
場
し

ま
す
。一
昨
年
、
国
体
で
優
勝
し
た
馬
の「
ウ
ィ
ン
ベ
ル
」に
乗

る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お
り
、上
位
入
賞
が
期
待
で
き
ま
す
。

9
柔
道
と
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
関
東
大
会
で
善
戦

関
東
中
学
校
柔
道
関
東
大
会
が
神
奈
川
県
の
平
塚
総
合
体
育

館
で
開
催
さ
れ
、
東
中
学
校
３
年
の
椎
塚
友
介
さ
ん
が
73
キ

ロ
級
で
ベ
ス
ト
８
に
勝
ち
残
り
ま
し
た
。（
９
ａ
）

　
ま
た
、
江
戸
崎
中
学
校
の
吉
原
成
美
・
育
美
ペ
ア
（
双
子
）

も
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
で
関
東
大
会
に
出
場
。善
戦
し
ま
し
た
。

（
９
ｂ
）

4

9a 6

8

79b



稲敷市子育て支援センター
●あいアイ（ふれあいセンター内）tel.0297-87-7070
●つばさ（私立新利根つばさ保育園内）tel.090-2210-7355
●ひまわり（私立江戸崎保育園内）tel.090-3232-2680

子育て

広報稲敷 平成20年10月号　20

あそびの広場日程
10月2日（木） 運動会ごっこで遊ぼう（妊婦さん〜 1歳3

ヶ月）

10月7日（火） 運動会ごっこで遊ぼう（どなたでも）

10月8日（水） 子育て運動会（どなたでも）

10月9日（木） ひも通しで遊ぼう（どなたでも）

10月14日（火） ひも通しで遊ぼう（1歳3 ヶ月〜 2歳）

10月21日（火） 健康講話（どなたでも）

10月23日（木） くるくるビュンビュンで遊ぼう（2歳〜 3歳）

10月28日（火） くるくるビュンビュンで遊ぼう（3歳〜就園前）

10月30日（木） リズムで遊ぼう（どなたでも）

ひまわり
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約
10月1日（水） 運動会ごっこで遊ぼう（どなたでも）

10月8日（水） 子育て運動会（どなたでも）

10月15日（水） ひも通しで遊ぼう（どなたでも）

10月16日（木） 保育園遠足体験（どなたでも）

10月21日（火） 健康講話（どなたでも）

10月22日（水） くるくるビュンビュンで遊ぼう（どなたでも）

10月29日（水） リズムで遊ぼう（どなたでも）

あいアイ
▽時間：午前10時30分〜11時30分 ▽対象：0歳〜就園前
▽予約制（すくすくday は不要、午前10時〜）

10月1日（水） すくすくday ／東保健センター
10月2日（木） クレヨンであそぼう（1歳半〜 ) ／あいアイ
10月3日（金） クレヨンであそぼう／江戸崎保健センター
10月6日（月） ベビーマッサージ（6 ヶ月まで）／あいアイ
10月7日（火） ママとあそぼう（0歳〜 1歳半）／あいアイ
10月8日（水） クレヨンであそぼう／桜川保健センター
10月9日（木） クレヨンであそぼう／東保健センター
10月10日（金） 江戸崎幼稚園であそぼう／江戸崎幼稚園

（園庭）

10月22日（水） すくすくday ／東保健センター
10月24日（金） 誕生会（10月生まれ）／あいアイ
10月25日（土） あいアイフェスティバル　※午前10時

〜／あいアイ
つばさ
▽時間：午前10時〜11時30分（製作・講座）　▽要予約

第2回あいアイフェスティバル開催！
手作りコーナー、展示コーナー、ヨー
ヨーつりやポン菓子コーナーなど楽し
い遊びがいっぱいです。「おはなしと
音楽」の素敵なミニコンサートも楽し
めます。参加希望の方は、お申し込み
ください。
▽日時：10月25日（土）、午前10時〜正
午　▽場所：子育て支援センターあい
アイ　▽対象：就園前の子どもと保護
者　▽定員：70組　▽申込：10月22
日（水）まで　月曜〜金曜日、午前8時

あいアイ
　
　　つばさ・ひまわり

30分〜午後5時15分（祝祭日を除く）

子育て運動会「運動する楽しさを子ど
も達に伝えましょう」
基本的な運動力を身につける遊びを取
り入れて、親子体操を中心に、親子で
楽しめる種目を企画しました。みんな
で運動遊びを楽しみましょう！！
▽日時：10月8日（水）、午前10時〜
正午　▽場所：江戸崎体育館サブア
リーナ　▽持ち物：うわばき、敷き物、
飲み物



●稲敷市健康増進課（ふれあいセンター内）tel.0297-87-6111

保健センター
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　　　高齢者インフルエンザ
　　　　　定期予防接種について

稲敷市ではインフルエンザの定期予防接種について、接種
料金の一部を公費負担（2,000円）いたします。対象となる
方は、下記の方です。
・接種当日に65歳を過ぎている方
・接種当日に60歳以上65歳未満で心臓・腎臓・呼吸器に
障害を持っている方（障害1級）

　10月上旬に対象者へ予診票兼接種券を郵送いたします。
届きましたら、お知らせをお読みのうえ、医療機関に直接
予約をし、受診してください。
▽予防接種が受けられる期間：
10月14日（火）〜
12月28日（日）

　　　「男性の食生活講座」
　　　　　　　　参加者募集

近年では、健康や食事に興味を持つ男性がとても増え、自
分の食事ぐらいは自分で作れるようになりたいと思う男性
も多くなりました。
　稲敷市食生活改善推進員協議会東支部では「男性の食生
活講座」を開催します。料理初心者の方もこの機会にぜひ
ご参加ください。
▽日時：12月14日（日）　午前９時30分〜午後１時　▽会
場：あずま生涯学習センター　▽対象者：稲敷市在住の成
人男性20人　▽参加費：無料　▽内容：講習、調理実習な
ど（詳細は後日申込者に連絡します）　▽持ち物：エプロン、三
角巾またはバンダナ、筆記用具、米１合　▽申込方法：10

　　　健康診断のお知らせ
　　　　　循環器など各地区で

循環器などの健康診査を各地区で実施しています。
　10月は江戸崎地区、11月は東地区で行います。詳細に
ついては稲敷市保健行事予定表をご覧ください。
　健康診査を受診する際は、保険証が必要となります。特
に40歳から74歳までの方を対象とする特定健康診査を
お受けになる場合は特定健康診査受診券と保険証をご持参
ください。そのほかの年齢（19歳〜 39歳、75歳以上）の方は
保険証をご持参ください。
　健診項目の中で心電図・眼底検査・貧血検査が今年度よ
り希望者のみとなりました。特定健診などを受診して、こ
ちらの項目をご希望の方は1,700円の自己負担で受ける
ことが出来ます。（特定健診該当の稲敷市国保加入者は、検査項

目の中に含まれます）

　社会保険の扶養となっている特定健診該当の方は、市の
健診会場で受診できるかご確認のうえ、受診可能な場合は
保険証・受診券を必ずご持参ください。社会保険のご本人
は事業所健診が優先となりますので、市の健診会場では受
診出来ません。

月14日（火）〜 11月17日（月）

　午前８時30分〜午後５時（土

日、祝日を除く）ふれあいセンタ
ーに電話または来所
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入る健闘を見せました。文部科学大臣旗争奪「第8回全日本少
年少女空手道選手権大会」
8月9、10日の2日間、東京都綾瀬に
ある東京武道館において行われ、茨城
県代表選手として稲敷市あずま西小学
校4年の木内茜里さんが小学4年女子
組手に出場しました。シードのため2
回戦から出場し、初戦は山形県代表選
手と対戦してストレート勝ち。つづく
3回戦は千葉県代表選手と対戦し、延
長戦のすえ勝利。4回戦で山口県代表
選手に負けはしたもののベスト16に

準優勝・宮川翔
「自由組手」3・4年生＝優勝・宮本剣真、
準優勝・宮本晴子　5・6年生＝優勝・
軽部知可良、準優勝・尾林柊太　中学
生＝優勝・宮川翔、準優勝・正慶宗一郎

さわやかハイキング
さわやかハイキングを開催します。歩くことを通して家
族や仲間とのコミュニケーションを深め、自然や景観の
素晴らしさを体験し、健康づくりに役立てましょう。ご
家族、友だちなど、お誘い合わせのうえぜひご参加くだ
さい。
▽日時：10月19日（日）　午前9時〜正午（受付＝午前8

時30分）　※雨天時、26日（日）　態度決定＝午前7時30分

▽集合：江戸崎体育館前（受付＝午前8時30分）

▽対象：市民で健康な方（小学3年生以下は保護者同伴）※
ベビーカーでは参加出来ません
▽コース：往復約7km　江戸崎体育館〜羽賀台（さつま

いも掘り）〜江戸崎体育館
▽参加賞：おにぎりとお茶、各自が収穫したさつまいも
▽申込：10月10日（金）までに江戸崎運動公園へ申し込
む

▽定員：300人（店員になり次第締切）

※注意事項
1.歩きやすい運動靴、軽装で参加してください（坂道有り）

2. 体調が悪いときは、参加を控えてください
3. 交通安全について家庭で話しあっておいてください
4. いも堀りに必要なものは各自で準備してください（ビ

ニール袋は事務局で用意）

5. 飲物は各自で持参してください
●江戸崎総合運動公園　tel.029-892-8661



23　広報稲敷 平成20年10月号

生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439

から東京で行われる全国大会に出場し
ます。

江戸崎少年野球大会・近隣野球大会
先日、近隣市町村の学童野球チーム

（28チーム）が参加し、第21回江戸崎
少年野球大会が江戸崎地区の野球場に
て盛大に開催されました。
　炎天下の中開催されたこの大会は、
暑さとの戦いでしたが、日ごろの練習の
成果もあり、見事に強豪を押さえ、江戸
崎パイレーツが第3位に輝きました。
　また、江戸崎パイレーツは近隣野球
大会などにおいても好成績をおさめて
います。

空手
「第23回空手道錬成大会」
7月13日に、江戸崎総合運動公園体育
館で開催されました。

「形」2年生＝優勝・白井春来、準優勝・
小島太一　3年生＝優勝・宮本射千蕗、
準優勝・安達拓也　4年生＝優勝・宮
本晴子、準優勝・諸岡端乃　5年生＝
優勝・斎藤裕太、準優勝・尾林柊太　6
年生＝優勝・軽部知可良、準優勝・川
口裕也　中学生＝優勝・正慶宗一郎、

ください。
　なお、新利根地区体育推進委員会で
は、11月23日（日）に混合バレーボー
ル大会、平成21年3月15日（日）には
笠間ハイキングを予定しています。
●稲敷市生涯学習課　tel.0297-87-
3439

野球
江戸崎地区町内対抗野球大会
江戸崎地区町内対抗野球大会が8月
16日に江戸崎運動公園野球場と沼田
球場で開催されました。
優勝＝松山チーム、準優勝＝下君山チ
ーム

軟式野球青年大会出場
第57回全国青年大会（軟式野球）県予
選会が、8月23日に茨城町総合運動
公園野球場で行われました。市の代表
として市体育協会軟式野球連盟の35
歳未満の選手が出場し、見事優勝を果
たし茨城県代表として、11月7日（金）

大会結果
　　　各種競技好成績！

陸上
第24回全国小学校陸上競技交流大会

「日清食品カップ」が8月30日に、国
立霞ヶ丘競技場において行われまし
た。
　男子80m ハードルには、江戸崎小
学校6年の松本風雅君が出場し、見事
2位の栄光に輝きました。

ソフトボール
「新利根地区ソフトボール大会」が、8
月3日新利根総合運動公園内多目的グ
ランドで開催され、地区内のチームが
参加熱戦を繰り広げました。大会を制
し、優勝したのは「メタボ」チームでし
た。また、微笑ましい親子での参加チー
ムや女性が活躍したチームもありまし
た。この、ソフトボール大会は来年度
も開催する予定ですので、ぜひご参加

写真左＝「い
なしきAI く
らぶ」監督



生涯学習
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利根庁舎）tel.0297-87-3439
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詳細は10月10日（金）に区長配布す
るチラシをご確認ください。

11月1日（土）

■新利根体育館＝午前10時30分〜
文化協会による芸能発表会、午後1時
〜　芸能人コンサート（新沼謙治、チブ

ルハン、早瀬ひとみ）

■新利根公民館
午前9時30分〜　模擬店（商工会、菊の

販売会、手作り味噌の販売、フリーマーケッ

ト、ＪＡ特産物即売会など）

■新利根庁舎前
午前9時〜　お楽しみ広場（消防広場、

犬のふれあい広場、交通キャンペーン、健

第4回稲敷市文化祭
　　　11月1日（土）〜3日（月）

康食品に関する相談など）

展示物
3日（月）まで、各地区公民館などで
様々な展示会を開催します。絵画、書
道、理科研究は、幼保、小中学校の作品
も展示します。
各会場の展示物
絵画、理科研究展示、書道、写真、華道、
短歌、陶芸、絵手紙、俳句、手工芸作品、
など

交通
当日は江戸崎公民館、桜川公民館、新
利根公民館、あずま生涯学習センター

からシャトルバス、巡回バスを運行し
ますので、ご利用ください。
●稲敷市文化祭実行委員会事務局　生
涯学習課 tel.0297-87-3439 ／新利
根公民館tel.0297-87-2175

平成21年稲敷市成人式
　　　式典会場変更

平成21年稲敷市成人式
▽対象：昭和63年度生まれ（昭和63年

4月2日〜平成元年4月1日）で、現在市
内在住または、市内中学校を卒業した
方　▽日時：平成21年1月11日（日）

受付＝午前9時30分、式典＝午前10
時30分　▽場所：江戸崎総合運動公
園体育館
●稲敷市教育委員会生涯学習課（新利

8月号の広報で、平成21年の成人
式についてお知らせしましたが、
式典の会場が空調設備などの都合
により、江戸崎総合運動公園体育
館に変更になりましたので、お知
らせいたします。
　大変ご迷惑をおかけしますが、
ご協力よろしくお願いいたしま
す。

式典会場変更

根庁舎）tel.0297-87-3439

写真＝昨年度成人式

写真＝昨年度文化祭



 ●稲敷市立図書館tel.0299-79-3111、検索：opac.city.inashiki.lg.jp
 ●江戸崎公民館図書室tel.029-892-0305
 ●新利根公民館図書室（改善センター内）tel.0297-87-2175
 ●桜川公民館図書室tel.029-894-2981

図書だより
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新利根公民館図書室

おはなし会
かぼちゃやさつまいもなどの秋のお話
と、菊の花をおり紙でおります。
▽日時：10月11日（土）　午前10時
30分〜 11時30分
場所：新利根公民館　2階和室

当日図書館カウンター　▽定員：70人

おはなし会
ボランティアの方が、紙芝居や大型絵
本を読んでくれます。
▽日時：10月26日（日）　午前10時
30分〜

新着図書
「犯意」乃南アサ、「平等ゲーム」桂望実、
「恋のかけら」唯川恵（ほか）、「甘い記
憶」井上荒野（ほか）、「生きるとは、自
分の物語をつくること。」小川洋子・河
合隼雄、「テルちゃん」玄侑宗久、「運命
の日　上・下巻」デニス・ルヘイン、ほ
か

江戸崎公民館図書室

おはなし会
ボランティアの方が、絵本を読んだり、
エプロンシアターをしてくれます。
▽日時：10月18日（土）　午後2時〜
3時　▽場所：江戸崎公民館　和室2

市立図書館

読書週間
「おもわぬ出会いがありました」
10 月 27 日（月）から 11 月 9 日（日）

まで秋の読書週間です。図書館でお気
に入りの本を見つけてみませんか？

リサイクル本
リサイクルブックフェアを開催しま
す。除籍した本や雑誌を差し上げます。
▽時間：午前9時〜　▽場所：図書館2
階　▽申込：当日、図書館カウンター
へ申込む　▽その他：持ち帰り用の袋
をご用意ください
■11月1日（土）＝▽対象：市内在住の
方　▽持ち物：身分証明書（各自必要）

■11月2日（日）＝▽対象：どなたでも

子ども映画会
山古志村のマリと三匹の子犬（アニメ）

▽日時：10月11日（土）、12日（日）　
午後2時から（上映時間45分）　▽申込：

新着図書（図書館）
「新・三河物語　
上巻」宮城谷昌光、

「もっと塩味を！」
林真理子、「気を
つけ、礼。」重松清
※写真左から

図書カレンダー 10月
市立図書館休館日＝■
 日 月 火 水 木 金 土
    1 2 3 4 
 5 6 7 8 9 10 11 
 12 13 14 15 16 17 18 
 19 20 21 22 23 24 25 
 26 27 28 29 30 31
江戸崎図書室
毎 週 月 曜 日、10 月 14 日（ 火 ）、
28日（火）、31日（金）休室
新利根・桜川図書室
毎 週 月 曜 日、10 月 14 日（ 火 ）、
30日（木）、31日（金）休室
■開館（室）時間：午前9時〜午後
5時　※図書館は水曜日のみ午前
11時〜午後7時

文化祭による休室
江戸崎図書室　10月31日（金）

〜 11月5日（水）

新利根図書室、桜川図書室　10月
30日（木）〜 11月5日（水）
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治
元
年
生

	
	

通
称
亥
之
助

早
瀬
川
急せ

か
し
い
わ
お
も
水
こ

え
て
筏
さ
わ
ら
ぬ
五
月
雨
の
頃

●
歴
史
民
俗
資
料
館	
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ar
ts

 a
nd

 li
te

ra
tu

re
稲
敷
文
芸

俳句

短歌

う
な
重
や
八
十
五
才
の
誕
生
日	

坂
本
美
園（
戸
張
）

病
室
の
コ
ッ
プ
に
香
る
菊
一
輪	

田
中
千
代
子（
蒲
ケ
山
）

な
に
を
折
る
黒
の
折
紙
原
爆
忌	

矢
口
由
里
子（
西
町
）

蠟
涙
を
残
し
て
去
り
ぬ
盆
の
霊	

代
静（
犬
塚
）

孫
よ
り
も
先
に
昼
寝
の
じ
い
じ
か
な	

川
崎
典
雄（
鳩
崎
）

芒
穂
の
も
う
ゆ
れ
を
り
し
み
ち
の
く
路	

細
川
え
つ
子（
荒
宿
）

炎
天
を
来
て
炎
天
へ
戻
ら
ね
ば	

溝
口
民
城（
高
田
）

並
木
路
を
抜
け
れ
ば
開
く
夏
筑
波	

石
井
忠（
橋
向
）

蜩
に
和
す
ご
と
虫
の
一
勢
に	

金
野
み
ど
り（
小
角
）

湖
や
湧
き
て
は
崩
る
雲
の
峰	

幸
田
不
死
男（
荒
宿
）

二
三
回
悶
え
て
蝉
の
終
り
け
り	

福
本
き
み
え（
新
山
）

丈
高
く
日
ご
と
咲
く
花
紅こ
う
し
ょ
く
き

蜀
葵	

篠
田
啓
子（
新
山
）

草
を
刈
る
音
に
も
負
け
ず
蝉
の
声	
山
口
須
美
子（
上
君
山
）

穂
孕
み
し
矢
羽
根
芒
や
原
爆
忌	
中
條
や
い
子（
大
宿
）

老
人
の
つ
ど
い
も
楽
し
夏
の
風	

下
田
ま
さ
え（
月
出
里
）

敗
戦
日
基
地
に
玉
音
聞
き
し
こ
と	

小
林
寿
恵
王（
田
宿
）

炎
昼
の
沼
お
そ
ろ
し
き
ま
で
静
か	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

朝
顔
に
先
を
超
さ
れ
し
今
朝
の
庭	

高
柳
幸
子（
古
渡
）

秋
茄
子
の
紺
き
っ
ぱ
り
と
水
は
じ
く	

根
本
ナ
カ（
神
宮
寺
）

空
蝉
の
木
の
葉
と
共
に
揺
れ
て
お
り	

坂
本
き
よ
子（
下
馬
渡
）

祭
笛
吹
き
手
代
り
し
音
色
か
な	

鴻
野
の
ぶ
尾（
堀
之
内
）

白
百
合
の
静
か
な
る
時
く
ず
れ
け
り	

永
長
小
夜（
古
渡
）

熱
き
茶
を
父
母
に
供
え
て
盆
会
果
つ	

大
久
保
晴
代（
古
渡
）

ね
じ
花
の
ピ
ン
ク
の
螺
旋
昇
り
つ
め
蟻
は
触
手
を
懸
命
に
振
る	

雨
宮
美
世
志（
高
田
）

灼
熱
の
狭
庭
に
や
さ
し
薄
黄
色
お
く
ら
の
花
は
葉
の
陰
に
咲
き	

内
田
君
代（
沼
田
）

仏
と
は
五
十
年
忌
で
縁
が
切
れ
墓
前
に
立
て
ば
昨
日
の
ご
と
し	

鴻
野
ハ
ル
エ（
田
宿
）

伐
り
つ
め
し
泰
山
木
に
花
咲
け
り
肅
然
と
し
て
宵
の
月
照
る	

坂
本
緑（
鳩
崎
）

そ
よ
そ
よ
と
青
田
吹
き
く
る
風
受
け
て
朝
の
日
課
の
歩
を
進
め
行
く	

野
沢
と
よ（
羽
賀
）

こ
の
夏
は
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
か
高
校
野
球
こ
ん
夜
は
サ
ッ
カ
ー
な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン	

松
本
静
子（
西
町
）

迎
え
火
に
坂
道
一
人
上
り
ゆ
く
人
影
も
な
く
蟬
時
雨
沁
む	

山
口
須
美
子（
上
君
山
）

エ
ア
コ
ン
は
心
地
良
す
ぎ
て
宅
配
の
受
け
取
り
さ
え
も
面
倒
に
な
る	

山
本
彰
治（
高
田
）

梅
雨
あ
け
ぬ
い
ざ
向
日
葵
よ
高
く
且
つ
大
輪
に
咲
け
陽ひ光
を
食
い
て
咲
け	

及
川
良
三（
佐
倉
）

汗
ば
ん
だ
シ
ャ
ツ
を
日
差
し
に
躍
ら
せ
て
盆
を
迎
え
る　

庭
師
忙
が
し	

永
長
小
夜（
古
渡
）

て
い
ね
い
に
孫
の
擦
り
傷
処
置
す
れ
ば
今
日
は
痒
い
と
べ
た
り
寄
り
く
る	

矢
崎
健
一（
古
渡
）

七
月
の
月
と
今
宵
も
語
ら
は
む
窓
べ
に
ひ
と
り
の
蒲
団
敷
き
た
り	

黒
田
定
子（
下
須
田
）

湿し
つ
ぜ
つ舌
の
し
ぶ
き
に
濡
る
る
軒
し
の
ぶ
吊
り
た
る
妻
の
明
日
は
命
日	

山
根
三
千
人（
西
代
）

わ
が
た
め
に
夫
が
買
い
来
し
軽
き
鍬
振
い
て
葱
を
今
日
植
え
終
え
ぬ	

大
野
キ
ヌ（
清
久
島
）

大
戦
に
犬
死
と
言
は
れ
し
兵
の
墓
し
づ
も
る
丘
に
蟬
し
ぐ
れ
降
る	

板
橋
道
子（
福
田
）

夫
に
尽
く
し
足
ら
ざ
り
し
か
ば
生
前
の
体
拭
く
ご
と
墓
石
を
洗
う	

諸
岡
ふ
じ
枝（
結
佐
）

形
見
な
る
背ス
ー
ツ広
を
着
れ
ば
友
の
顕た

つ
わ
が
胸
深
く
彼
は
息
づ
く	

小
泉
實（
福
田
）

実
り
堅
き
な
す
び
捥
ぎ
つ
つ
手
鋏
の
音
に
し
の
び
ぬ
秋
が
み
え
た
り	

吉
田
多
嘉
子（
伊
佐
部
）

こ
の
家
に
嫁
ぎ
暮
ら
し
て
五
十
余
年
土ど
る
い累
の
草
刈
り
終
え
て
す
が
し
も	

篠
田
す
い（
下
太
田
）

少
年
の
野
球
指
導
を
す
る
夫つ
ま

を
見
る
子
等
の
ひ
と
み
は
き
ら
り
輝
く	

椎
木
道
代（
柴
崎
）

在
り
し
日
夫
の
挿
し
木
し
し
糸
ひ
ば
の
見
上
げ
る
ほ
ど
に
て
朝あ
さ
か
げ光
に
映
ゆ	

柳
町
ひ
さ（
柴
崎
）

公
園
で
ネ
コ
を
拾
っ
た
時
の
よ
う
ど
う
し
て
君
を
愛
す
る
か
我	

永
井
由
紀
子（
柴
崎
）

年
ご
と
の
苦に
が

き
反は
ん
す
う芻
六
十
年
軍
国
少
女
も
今
は
老
ゆ	

吉
田
テ
ル（
伊
佐
津
）
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ご意見を！　市民のみ
なさんのご意見、ご提
案を今後の編集に反映
していきたいと思いま
す。秘書広聴課まで

編集後記　▽夏休みも終わり、稲刈りも一段落。いよいよ本格的な秋の到来です。今年は猛暑が
続いただけに、気温の変化には十分注意してください。スポーツの秋にちなんでか否か、18日
はアントラーズ戦稲敷市民特別優待。みんなで応援にいきましょう。（i）　▽私事ですが、自宅
のパソコンの調子がひどく悪いので、マックに買いかえようかなと検討中です。　朝晩冷える
ので、薄着で眠らないようにしましょう！（栗）
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tel.029-892-2000（内線2400）fax.029-892-0906 ／稲敷市 HPhttp:// www.city.inashiki.lg.jp/

学び舎・いん・稲敷　no.03　桜川中学校　生徒数：184人（9月1日現在）

ドーンと笑顔でみんな色　〜思いやりとけじめで〜

生徒会では、「ドーンと笑顔でみんな
色〜思いやりとけじめで〜」というス
ローガンを掲げて、よりよい学校を目
指して活動しています。特に今年は「優
しさあふれる桜川中あったか見守り
隊」（以下「あったか見守り隊」）を結成し、
生徒会や各委員会が中心となっていろ
いろな活動を展開しています。
　「あったか見守り隊」は、地域の方々
との交流を通して、一人一人の成長を
目指しています。校外では、４月のチ

ューリップ祭りボランティアでのゴミ
の持ち帰り運動、８月のリサイクル品
回収など、地域の方々と連携して活動
しています。校内では、各委員会が中
心となり毎朝の挨拶運動や清掃活動、
マナーアップ集会、ペットボトルのキ
ャップ集めを行っています。また、よ
りよい委員会活動を目指し、月一回の
委員長会議では、活動報告や来月の活
動予定についての話合いをしていま
す。

　一人一人が輝ける桜川中学校を作る
ため、今後も「ドーンと笑顔でみんな
色」を掲げ、生徒全員で協力していき
たいと思います。（生徒会長：郡司和晃）

毘沙門堂毘沙門堂

桜川庁舎桜川庁舎

桜川中学校桜川中学校

至浮島至浮島至古渡至古渡

至阿波至阿波




